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私
立
高
対
策
②

記号問題丁寧に解く

県
内
で
は
公
立
高
校
の
人
気

が
高
い
が
、
私
立
も
特
色
あ
る

入
試
制
度
を
打
ち
出
し
、
大
学

進
学
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

私
立
高
入
試
は
「
３
教
科
受

験
」
「
記
号
問
題
だ
け
」
「
学

校
独
自
の
対
策
が
必
要
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

し
か
し
、
東
北
学
院
の
よ
う

に
公
立
の
形
式
に
近
く
、
５
教

科
の
記
述
式
に
加
え
、
英
語
の

リ
ス
ニ
ン
グ
を
課
す
高
校
も
あ

る
の
で
要
チ
ェ
ッ
ク
だ
。

公
立
ト
ッ
プ
校
を
目
指
す
男

子
に
と
っ
て
は
、
公
立
対
策
を

生
か
せ
る
点
が
魅
力
だ
。
２
０

２
２
年
度
か
ら
男
女
共
学
に
な

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人

気
を
集
め
そ
う
だ
。

仙
台
城
南
は
教
科
や
配
点
に

特
徴
が
あ
る
学
校
の
一
つ
。
来

年
２
月
２
日
の
Ａ
日
程
は
英
数

国
３
教
科
、
４
日
の
Ｂ
日
程
は

理
社
２
教
科
（
英
数
国
は
評
定

２
倍
で
換
算
）
で
受
験
で
き
る
。

聖
和
学
園
は
英
数
国
３
教
科
だ

が
、
日
程
に
よ
り
教
科
の
試
験

時
間
や
配
点
が
異
な
る
。

こ
れ
ら
の
学
校
は
得
意
科
目

で
勝
負
で
き
る
。
不
得
意
科
目

で
最
低
限
の
点
数
を
取
り
、
得

意
科
目
を
で
き
る
だ
け
伸
ば
す

こ
と
が
重
要
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
長
期
休
校
へ
の
特
別
措
置
と

し
て
、
来
年
の
入
試
は
出
題
範

囲
か
ら
一
部
の
単
元
が
除
外
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
各
学
校

で
範
囲
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
、
募
集
要
項
を
確
認
し
た
り

進
路
指
導
の
先
生
に
相
談
し
た

り
し
て
ほ
し
い
。

最
後
に
多
く
の
私
立
高
が
採

用
す
る
「
英
数
国
の
３
教
科
受

験
」
で
「
記
号
に
よ
る
回
答
」

へ
の
対
策
を
紹
介
し
た
い
。

記
号
は
一
つ
の
ミ
ス
で
点
数

を
大
き
く
落
と
し
や
す
い
。
回

答
し
た
理
由
を
説
明
で
き
る
く

ら
い
、
掘
り
下
げ
た
学
習
が
必

要
だ
。
選
択
肢
は
一
つ
一
つ
文

章
を
区
切
り
な
が
ら
、
題
意
に

即
し
て
い
る
か
丁
寧
に
考
え
て

解
く
訓
練
を
し
よ
う
。

運
頼
み
で
入
試
に
臨
む
こ
と

が
な
い
よ
う
、
万
全
の
対
策
を

し
て
ほ
し
い
。

（
家
庭
教
師
の
ト
ラ
イ
・
阿
部

正
純
教
育
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖
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読
書
フ
ァ
ン
が
愛
読
書
の
魅
力
を
伝

え
る
書
評
合
戦

フ
ァ
ン
書
評
合
戦

名
作
映
画
上
映
も

名
取
・
図
書
館
ま
つ
り

本
や
映
画
に
ま
つ
わ
る
多
彩

な
催
し
で
利
用
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
名
取
市
図
書
館
の
図
書

館
ま
つ
り
が
、
同
館
と
市
増
田

公
民
館
で
あ
っ
た
。

読
書
フ
ァ
ン
が
お
薦
め
の
本

を
紹
介
す
る
書
評
合
戦
に
は
、

名
取
、
仙
台
両
市
の
男
女
４
人

が
登
壇
。
本
と
の
出
合
い
や
感

動
し
た
内
容
を
１
人
５
分
で
発

表
し
、
聴
衆
約

人
が
一
番
読

み
た
く
な
っ
た
本
を
選
ん
だ
。

最
も
多
く
の
支
持
を
集
め
た

の
は
絵
本
作
家
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン

ス
ケ
さ
ん
の
作
品
「
り
ん
ご
か

も
し
れ
な
い
」
。
取
り
上
げ
た

仙
台
市
太
白
区
の
中
学
３
年
斎

藤
楓

ふ
う

華
か

さ
ん

は
「
ど
の
年

代
の
人
に
も
伝
え
た
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
映
画
「
ロ
ー
マ

の
休
日
」
の
上
映
や
、
世
界
の

珍
し
い
仕
掛
け
絵
本
の
展
示
な

ど
も
あ
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
５

日
に
行
わ
れ
た
。

答えは 日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

今年一年、さまざまなことがありまし

た。コロナ禍で多くのことが激変しまし

たが、皆さんにとってはどんな年だった

でしょうか。数々の名曲を残したジョン

・レノンは「みんなが本当に平和を望め

ば、世界は平和になるんだ」という言葉

も残しています。来年こそは平和な良い

一年になってほしいものです。皆さま、

良いお年をお迎えください。

（仙台市長町中教諭 進
しん

藤
どう

千
ち

枝
え

）
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⊃

問 題

① 私作る人、僕食べる人 のフレーズは どんな点が問題視されたのでしょうか

（ ）

②ジョン・レノンのどんな行動が、驚きをもって受け取められたのでしょうか。

（ ）

③「良い年になるように祈ろうよ 何の恐れもない年になるように」の一節には、

ジョン・レノンのどんな思いが込められていると考えますか。

（ ）

④来年はどんな年にしたいと思いますか。

（ ）
（中学生以上／道徳、総合学習、特別活動など）

（ 月８日朝刊）

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
仙
台
キ
ャ
ン
パ
ス

（
仙
台
市
若
林
区
、
生
徒
１
９
９
人
）
は
、

仙
台
市
泉
区
の
イ
ズ
ミ
テ
ィ

で
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
生
徒
が
手
作
り
し
た

「
歌
え
る
マ
ス
ク
」
を
全
員
が
着
け
、
伸
び

や
か
な
歌
声
を
披
露
し
た
。

「
歌
え
る
マ
ス
ク
」は
上
部
だ
け
を
止
め
、

約

㌢
の
布
地
を
垂
ら
す
構
造
。
感
染
予
防

を
し
な
が
ら
も
合
唱
し
や
す
い
の
が
特
長
。

口
元
を
覆
う
マ
ス
ク
部
分
は
ク
ラ
ス
ご
と
に

お
そ
ろ
い
の
色
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
合
唱
し
た
い
と
い
う
生

徒
の
要
望
に
応
え
て
行
わ
れ
た
。
５
ク
ラ
ス

が
課
題
曲
「
時
を
越
え
て
」
と
ク
ラ
ス
ご
と

に
選
ぶ
自
由
曲
を
披
露
し
た
。

３
年
生
の
熊
倉
煌

き
ら

さ
ん

は
「
マ
ス
ク

は
息
が
吸
い
や
す
く
、
自
然
に
歌
え
た
。
練

習
で
は
意
見
が
ぶ
つ
か
っ
た
り
も
し
た
が
、

き
ょ
う
は
最
高
の
合
唱
が
で
き
た
」
と
コ
ン

ク
ー
ル
実
現
を
喜
ん
だ
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
７
日
に
あ
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
楽
屋
で
待
機
す
る
生
徒

を
減
ら
し
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
。
ホ

ー
ル
で
は
観
客
の
保
護
者
の
人
数
を
限
定
、

定
員
の
半
数
以
下
に
抑
え
た
。
合
唱
の
様
子

は
、
出
席
で
き
な
い
家
族
の
た
め
に
動
画
投

稿
サ
イ
ト「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」で
配
信
し
た
。

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

仙台・クラーク国際高がコンクール
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開発した商品などを販売する学生たち

宮
城
学
院
女
子
大
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

の
石
原
慎
士
教
授
の
ゼ
ミ
が
地
元
企
業
と

連
携
し
て
開
発
し
た「
金
華
さ
ば
サ
ン
ド
」

の
試
験
販
売
会
が

、

の
両
日
、
石
巻

市
小
船
越
の
道
の
駅
「
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

の
郷
」
で
あ

っ
た
。

「
金
華
さ
ば
サ
ン
ド
」
は
金
華
サ
バ
の

中
骨
を
使
っ
た
あ
ん
を
小
麦
粉
の
皮
で
包

ん
だ
「
さ
ば
包
み
」
が
主
な
具
材
。
中
骨

の
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
、
素
揚
げ
の
パ
リ

っ
と
し
た
食
感
が
特
長
。
サ
ニ
ー
レ
タ
ス

や
ト
マ
ト
な
ど
を
全
て
石
巻
産
に
し
た
。

既
に
商
品
化
し
た
「
上
品
山
麓
ど
ぶ
漬

け
唐
揚
げ
」や
、地
元
の
伝
統
の
洋
菓
子
、

ボ
ス
ト
ン
パ
イ
を
猫
の
顔
の
形
に
し
た

「
猫
ボ
ス
ト
ン
」
も
販
売
し
た
。
唐
揚
げ

は
市
内
陸
部
の
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
た
メ

ニ
ュ
ー
を
再
現
し
た
商
品
で
、
甘
辛
い
味

を
肉
の
中
心
部
ま
で
浸
透
さ
せ
た
。

日
は
ゼ
ミ
の
学
生

人
が
参
加
し
、

地
域
の
グ
ル
メ
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ
わ
っ

た
。ゼ
ミ
生
の
石
川
紅
摘
さ
ん

は「
道

の
駅
の
グ
ル
メ
と
し
て
定
着
し
、
地
元
や

県
外
の
方
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。

宮城学院女子大
地元企業と開発金華さばサンド味わって
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石
巻
・
道
の
駅
で
試
験
販
売
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(１７) ２０２０年(令和２年)１２月１９日(土曜日)(１７) ２０２０年(令和２年)１２月１９日(土曜日)
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読
み
応
え
た
っ
ぷ
り

試
合
の
感
想
プ
ラ
ス

小
学
生
な
が
ら
毎
日
切
り
貼
り
し
、
コ
メ

ン
ト
も
し
っ
か
り
書
い
て
い
ま
す
。
年
表
な

ど
東
北
楽
天
の
歴
史
を
振
り
返
る
独
自
の
取

り
組
み
も
あ
り
、
読
み
応
え
が
あ
る
作
品
。

家
族
の
感
想
も
温
か
い
で
す
ね
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
加
え
て
イ
ラ
ス
ト
の
切
り

貼
り
、
試
合
ご
と
の
個
人
の
感
想
も
あ
り
、

丁
寧
に
仕
上
げ
た
作
品
。
東
北
楽
天
の
成
績

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
マ
イ
Ｅ
番
ノ
ー
ト
最
優
秀
賞
】

純
平
新
聞
〜
が
ん
ば
れ

仙
台
市
芦
口
小
６
年

伊
東

純
平
君

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
〜

【
マ
イ
Ｅ
番
ノ
ー
ト
優
秀
賞
】

あ
の
感
動
を
も
う
一
度

丸
森
町戸

村

久
美
子
さ
ん
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入賞作品は河北新報オンラインニュースでも公開中
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優秀作品を紹介 ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ ㊥

「河北新報スクラップ作品コンクール」（宮城河北会、河北新報社主催）

で、プロ野球東北楽天の記事をテーマにした「マイＥ番ノート」部門の優秀

作品と、審査員特別賞を紹介する。

【
審
査
員
特
別
賞
】

大
崎
市
岩
出
山
中
＆

加
美
町
中
新
田
中

２
校
交
流
新
し
い
形

中
新
田
中
の
生
徒
が
一
つ
の
新
聞
記
事
に

つ
い
て
書
い
た
コ
メ
ン
ト
に
対
し
、
岩
出
山

中
生
徒
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。
学

校
同
士
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
、
新
し
い
形

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
品
。
一
人
一
人
の
意
見
を

尊
重
し
て
い
ま
す
。

日
の答

え
だ
よ

【かほくワークシートの模範解答】

①「私作る人、僕食べる人」のフレーズは、ど

んな点が問題視されたのでしょうか。

（性別役割分担の固定化につながるとして、婦

人団体から抗議を受けた）

②ジョン・レノンのどんな行動が、驚きをもっ

て受け取められたのでしょうか。

（生まれた息子の子育てに専念するため、音楽

活動を休止したこと）

③「良い年になるように祈ろうよ 何の恐れも

ない年になるように」の一節には、ジョン・レ

ノンのどんな思いが込められていると考えます

か。

（自由解答。世界平和を希求したジョン・レノ

ンの思いを受けた解答だといいですね）

④来年はどんな年にしたいですか。

（自由解答。来年こそ平和で穏やかな一年であ

ってほしいと思います）
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⊃

日

仙
台

▽
さ
か
い
た
け
お
赤
ち
ゃ

ん
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）

‖
青
葉
区
木
町
通
０
２
２
（
２
６
３
）

４
９
７
６
▽
は
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小

児
科
）
‖
若
林
区
荒
井
（
２
８
８
）

８
７
７
７
▽
整
形
外
科
・
外
科
神
崎

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
整
形
外
科
）
‖
宮
城

野
区
鶴
ケ
谷
（
２
５
１
）
７
７
１
１

▽
広
南
休
日
内
科
小
児
科
診
療
所

（
内
科
・
小
児
科
）
‖
太
白
区
長
町

（
２
４
８
）
５
８
５
８
▽
泉
地
区
休

日
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）
‖
泉

区
泉
中
央
（
３
７
３
）
９
１
９
７
▽

急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科
・
外
科
・
整

形
外
科
・
婦
人
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽

喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁
（
２
６
６
）

６
５
６
１
▽
北
部
急
患
診
療
所
（
内

科
・
小
児
科
・
外
科
）
‖
青
葉
区
堤

町
（
３
０
１
）
６
６
１
１
▽
夜
間
休

日
こ
ど
も
急
病
診
療
所
（
小
児
科
）

‖
太
白
区
あ
す
と
長
町
（
２
４
７
）

７
０
３
５
▽
歯
科
休
日
救
急
診
療
所

‖
青
葉
区
五
橋
（
２
６
１
）
７
３
４

５
白
石
・
刈
田

▽
た
か
は
し
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
白
石
市
城

北
町
０
２
２
４
（
２
２
）
２
５
３
５

▽
公
立
刈
田
総
合
病
院
（
外
科
）
‖

白
石
市
福
岡
蔵
本

２
５

２
１
４
５

角
田
・
丸
森

▽
仙
南
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
角
田
市
角
田
０
２
２

４
（
６
３
）
２
０
０
３
▽
た
て
や
ま

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
丸
森
町
大
舘

（
７
３
）
４
０
５
０

柴
田

▽
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

付
属
村
田
診
療
所
（
内
科
）
‖
村
田

町
村
田
０
２
２
４
（
８
３
）
２
４
４

５
▽
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
（
外
科
）

‖
大
河
原
町
西
（
５
１
）
５
５
０
０

▽
大
友
歯
科
医
院
‖
柴
田
町
船
岡
東

（
５
７
）
２
１
２
０

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１
▽
荘
司
歯
科
医
院
‖

大
手
町
（
３
８
４
）
０
１
０
１

岩
沼

▽
お
な
か
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

‖
た
け
く
ま
０
２
２
３
（
２
５
）
６

１
８
８
▽
南
舘
歯
科
医
院
‖
桑
原

（
２
４
）
４
８
８
０

亘
理
・
山
元

▽
浅
生
原
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
山
元
町
浅
生
原
０
２
２
３

（
２
３
）
０
３
４
５

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
塩
釜
市
錦
町
０
２
２

（
３
６
６
）
０
６
３
０
▽
か
わ
ぐ
ち

歯
科
医
院
‖
七
ケ
浜
町
汐
見
台
（
３

５
７
）
６
０
９
９

黒
川

▽
瀬
戸
医
院
‖
大
和
町
吉

岡
０
２
２
（
３
４
５
）
２
６
３
０

大
崎

【
昼
】
▽
あ
り
ま
小
児
科

医
院
（
内
科
）
‖
古
川
駅
南
０
２
２

９
（
２
２
）
７
０
７
０
▽
旭
山
病
院

（
内
科
）
‖
鹿
島
台
平
渡
（
５
６
）

２
４
３
１
▽
三
浦
病
院
（
外
科
）
‖

古
川
三
日
町
（
２
２
）
６
６
５
６
▽

大
崎
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
診
療
室

（
歯
科
）
‖
古
川
南
町
（
２
４
）
５

１
０
１
【
夜
】
▽
三
浦
病
院
（
内
科

・
外
科
）
‖
古
川
三
日
町
（
２
２
）

６
６
５
６

加
美
・
玉
造

▽
さ
と
う
公
整
形

外
科
‖
加
美
町
町
裏
０
２
２
９
（
６

４
）
２
２
５
６

遠
田

▽
袖
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
美

里
町
北
浦
０
２
２
９
（
３
１
）
１
１

８
８栗

原

▽
佐
々
木
内
科
医
院
‖
若

柳
川
北
欠
０
２
２
８
（
３
２
）
６
６

３
３
▽
く
り
こ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
栗

駒
岩
ケ
崎
（
４
５
）
２
１
２
８

登
米

▽
し
の
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

‖
米
山
町
西
野
０
２
２
０
（
２
３
）

７
３
８
７
▽
高
橋
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

‖
迫
町
佐
沼
（
２
２
）
７
４
１
１

石
巻

▽
斎
藤
病
院
（
内
科
）
‖

山
下
町
０
２
２
５
（
９
６
）
３
２
５

１
▽
石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

（
小
児
科
）
‖
蛇
田
（
９
４
）
５
１

１
１
▽
あ
べ
ク
リ
ニ
ッ
ク
産
科
婦
人

科
（
産
婦
人
科
）
‖
大
街
道
西
（
２

２
）
３
３
２
２
▽
も
の
う
フ
ァ
ミ
リ

ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
桃
生
町
（
７
６
）

４
０
２
４
▽
か
と
う
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
‖
向
陽
町
（
２
３
）
８
０
７

７
▽
石
巻
歯
科
医
師
会
休
日
診
療
所

‖
中
里
（
９
４
）
８
２
２
３

東
松
島

▽
鳴
瀬
中
央
医
院
‖
牛

網
０
２
２
５
（
８
７
）
３
８
５
３

気
仙
沼

▽
村
岡
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
田
中
前
０
２
２
６
（
２
３
）
３

９
９
０
▽
千
葉
歯
科
医
院
‖
東
新
城

（
２
２
）
１
３
６
０

乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳

匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

◇
み
や
ぎ
県
民
サ
ポ
ー
ト
事
業
協

同
組
合

日
午
前

時
〜
正
午
、

仙
台
市
泉
区
・
市
泉
中
央
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
。
成
年
後
見
、
相
続
、
遺

言
、
許
認
可
な
ど
の
相
談
に
行
政
書

士
が
応
じ
る
。
申
し
込
み
は
同
セ
ン

タ
ー
０
２
２
（
３
７
３
）
１
２
８
５

へ
。

日

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

▽
石
巻
市
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻

（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、

午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時

〜
４
時

分
）
▽
名
取
市
・
イ
オ
ン

モ
ー
ル
名
取
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽
大

崎
市
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
古
川
（
骨
髄

バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４

時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

車
町
通
共
栄
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま め
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む
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む
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む
む
む
む
む
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む
む
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む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む

仙
台
市
宮
城
野
区
車
町
な
ど
の
一

部
を
区
域
と
す
る
町
内
会
「
車
町
通

共
栄
会
」
が
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
決

め
た
。
仙
台
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
（
青

葉
区
）
の
生
徒
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
募

り
「
車
町
」
の
文
字
を
か
た
ど
っ
た

最
優
秀
作
品
を
採
用
し
た
。
共
栄
会

に
よ
る
と
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
持

つ
町
内
会
は
珍
し
い
と
い
う
。

◇

応
募

点
の
中
か
ら
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
学
科
２
年
鹿
内
美

み

希
つ
き

さ
ん

の
作
品
を
選
ん
だ
。
車
を

逆
さ
に
読
ん
だ
「
ま
る
く
」
か
ら
丸

を
二
つ
重
ね
て
三
日
月
を
表
現
。
地

域
の
象
徴
で
あ
る
車
延
命
地
蔵
尊
堂

の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
車
町
の
２
文
字
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

月

日
に
同
校
で
授
賞
式
が
あ

り
、
共
栄
会
の
庄
子
哲
夫
会
長

は
「
素
晴
ら
し
い
マ
ー
ク
を
あ
り
が

と
う
。
こ
れ
を
旗
印
に
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
挑
戦
す
る
」と
感
謝
し
た
。

鹿
内
さ
ん
は
「
町
の
歴
史
を
た
く
さ

ん
調
べ
、マ
ー
ク
に
意
味
を
込
め
た
。

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
う
れ
し
い
」

と
喜
ん
だ
。

共
栄
会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
百

科
事
典
サ
イ
ト「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」

に
地
域
情
報
を
載
せ
、
街
歩
き
に
活

用
し
て
も
ら
う
計
画
を
進
め
て
い

る
。
今
後
、
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
共
に
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
地
域
内
に
掲
示
し
、
法
被

な
ど
も
製
作
す
る
予
定
だ
。

共
栄
会
は
国
道

号
の
南
側
で
、

東
七
番
丁
通
か
ら
北
に
延
び
た
車
町

通
を
挟
ん
だ
車
町
、小
田
原
山
本
丁
、

元
寺
小
路
、
鉄
砲
町
西
の
一
部
約
１

万
２
０
０
０
平
方
㍍
が
区
域
。

車
町
は
藩
制
時
代
、
車
輪
や
荷
車

を
造
る
車
大
工
が
居
住
し
た
町
。
１

９
８
８
〜
２
０
１
５
年
の
仙
台
駅
東

第
２
土
地
区
画
整
理
事
業
で
面
積

は
縮
小
し
た
が
、
字
名
と
し
て
残
っ

た
。

最優秀賞の鹿内さん（右）と並ぶ庄子会長

専門学校生がデザイン
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∂
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
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∂
∂
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∂
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∂
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∂
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

会
長

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦

拝殿のすす払いを行う地域住民

疫
病
退
散
願
い
す
す
払
い
登
米
・
津
島
神
社

登
米
市
迫
町
の
津
島
神
社
で

日
、
す
す
払
い
式
が
あ
り
、

地
域
住
民
ら
が
清
掃
奉
仕
し
、

１
年
間
に
た
ま
っ
た
汚
れ
を
落

と
し
た
。

約

人
が
集
ま
り
、
神
事
を

行
い
、
長
さ
約
４
㍍
の
竹
で
社

殿
の
ほ
こ
り
を
払
い
落
と
し
た

り
、
参
道
を
き
れ
い
に
掃
き
清

め
た
り
し
た
。
し
め
縄
も
新
し

い
も
の
に
付
け
替
え
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
を
願
い
、
境
内

に
は
疫
病
退
散
を
願
う
茅

ち

の
輪

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い

も
の
に
掛
け
替
え
ら
れ
た
。
例

年
は
三
が
日
で
約
１
万
人
が
訪

れ
る
が
、
来
年
は
参
拝
者
の
密

集
を
避
け
る
た
め
、
初
詣
期
間

を
２
月
初
め
ま
で
延
長
し
分

散
参
拝
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

遠
藤
諭
宮
司

は
「
三
が

日
は
境
内
の
参
拝
者
の
列
の
間

隔
を
空
け
て
も
ら
う
の
で
不
便

を
お
掛
け
す
る
。
で
き
る
だ
け

混
雑
を
避
け
て
お
参
り
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

す
す
払
い
は
２
０
０
４
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
は
総

代
会
や
神
社
奉
賛
会
、
若
手
住

民
を
中
心
に
つ
く
る
余
丁
会
の

会
員
ら
が
参
加
し
た
。
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